
(57)【要約】

【課題】　電気的に本物と寸分違わぬ生ＩＣカードに、

不正に入手した個人情報を書き込んで本人（本物）にな

りすます犯罪を防止できる技術の提供。

【解決手段】　非接触ＩＣカード、タグまたはラベルの

アンテナ６を、金属光沢を備えた導体からなるホログラ

ム印刷層８の一部として設ける。仮に、ホログラム印刷

層やホログラムシールを、非接触ＩＣカードのアンテナ

としてでなく、カードの表面に貼付したり、他の層との

間にラミネートした場合、ホログラム印刷層の中の金属

箔がアンテナに干渉して電波を吸収、反射するので、単

に外見を似せようとすると偽造が余計困難となる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 金 属 光 沢 を 備 え た 導 体 か ら な る ア ン テ ナ を 、 ホ ロ グ ラ ム 印 刷 層 の 一 部 と し て 設 け た 非 接
触 Ｉ Ｃ カ ー ド 、 タ グ ま た は ラ ベ ル 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 、 タ グ ま た は ラ ベ ル に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 ク レ ジ ッ ト カ ー ド や キ ャ ッ シ ュ カ ー ド 、 身 分 証 明 書 な ど に は 、 容 易 に 偽 造 さ れ
な い よ う に 、 顔 写 真 や バ ー コ ー ド 、 磁 気 コ ー ド や 磁 気 印 刷 、 Ｉ Ｃ チ ッ プ や エ ン ボ ス 加 工 な
ど が 施 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ３ に 示 す の は ク レ ジ ッ ト カ ー ド の 一 例 で あ る 。 ク レ ジ ッ ト カ ー ド １ に は 、 図 示 し な い
裏 面 に 磁 気 ト ラ ッ ク な ど が 設 け ら れ 、 最 近 で は 中 間 層 す な わ ち 、 カ ー ド の 内 部 に 非 接 触 で
情 報 を 読 み 書 き す る Ｉ Ｃ チ ッ プ と ア ン テ ナ が 内 蔵 さ れ た も の も あ る 。
し か し な が ら 、 ク レ ジ ッ ト カ ー ド の 使 え る 全 て の 店 舗 や 施 設 で カ ー ド の 磁 気 情 報 や Ｉ Ｃ に
書 き 込 ま れ た 情 報 に ア ク セ ス で き る 機 器 を 備 え て い る と は 限 ら な い 。
そ の た め 、 カ ー ド １ の 表 面 に は 従 来 な が ら の エ ン ボ ス 加 工 ２ や 、 ホ ロ グ ラ ム 印 刷 （ ま た は
シ ー ル ） ３ な ど が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 な お 、 非 接 触 Ｉ Ｃ ラ ベ ル 技 術 に つ い て は 特 許 文 献 １ 等 を 参 照 さ れ た い 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ４ ３ ９ １ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 近 年 で は ク レ ジ ッ ト カ ー ド や キ ャ ッ シ ュ カ ー ド 等 の 偽 造 が 増 加 か つ 巧 妙
化 し て お り 、 電 気 的 に 本 物 と 寸 分 違 わ ぬ 生 Ｉ Ｃ カ ー ド に 、 不 正 に 入 手 し た 個 人 情 報 を 書 き
込 ん で 本 人 （ 本 物 ） に な り す ま し 、 高 額 な 詐 欺 を 行 う と い う 事 件 も 発 生 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 斯 か る 実 情 に 鑑 み な さ れ た も の で 、 外 見 を 単 に 似 せ よ う と す る と 、 却 っ て 非
接 触 Ｉ Ｃ へ の ア ク セ ス が 困 難 に な る 構 造 を 設 け る こ と に よ り 、 偽 造 を 防 止 す る こ と の で き
る 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 、 タ グ ま た は ラ ベ ル を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 が 採 用 す る 構 成 の 特 徴 は 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 、 タ グ ま
た は ラ ベ ル の ア ン テ ナ を 、 金 属 光 沢 を 備 え た 導 体 か ら な る ホ ロ グ ラ ム 印 刷 層 の 一 部 と し て
設 け た こ と に あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 も し 仮 に 、 ホ ロ グ ラ ム 印 刷 層 や ホ ロ グ ラ ム シ ー ル を 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド の ア ン テ ナ と し
て で な く 、 カ ー ド の 表 面 に 貼 付 し た り 、 他 の 層 と の 間 に ラ ミ ネ ー ト し た 場 合 、 ホ ロ グ ラ ム
印 刷 層 の 中 の 金 属 箔 が ア ン テ ナ に 干 渉 し て 電 波 を 吸 収 、 反 射 す る の で 非 接 触 Ｉ Ｃ へ の ア ク
セ ス が 妨 害 さ れ る 。 即 ち 、 単 に 外 見 を 似 せ よ う と す る と 偽 造 が 余 計 に 困 難 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 １ 及 び 図 ２ に 基 づ き 説 明 す る 。
な お 、 図 １ と 図 ２ と は 、 ア ン テ ナ の 形 式 が 違 う も の で あ っ て 、 共 通 す る 構 成 に は 同 一 符 号
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を 付 し て 個 別 の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ は そ れ ぞ れ が 実 施 の 形 態 で あ っ て 、 表 面 層 、 中 間 層 、 裏 面 層 か ら な る 分
解 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 表 面 層 ４ は 透 明 で 後 述 す る 中 間 層 ５ を 透 過 し て 見 せ る も の で あ る の と 共 に 、 表 面 に エ ン
ボ ス 文 字 １ ０ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ５ は 中 間 層 で あ り 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド を 構 成 す る 金 属 箔 や 金 属 蒸 着 膜 か ら な る ア ン テ ナ
６ と 、 Ｉ Ｃ チ ッ プ ７ と か ら 大 略 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 前 記 ア ン テ ナ ６ は 、 ホ ロ グ ラ ム
印 刷 層 ８ の 一 部 を も 兼 ね て お り 、 見 る 角 度 に よ り 色 が 変 わ っ た り 、 立 体 画 像 が 現 れ た り す
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ９ は 裏 面 層 で あ り 、 前 述 の 中 間 層 ５ 、 表 面 層 を 支 持 し て 強 度 を 保 つ 働 き を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 、 上 記 図 示 例 の 作 動 を 説 明 す と 、 ア ン テ ナ ６ は 外 部 の 図 示 し な い リ ー ダ ラ イ タ か ら
の 電 波 を 電 磁 誘 導 に よ り 受 信 し て 、 Ｉ Ｃ チ ッ プ ７ へ 電 力 を 供 給 し 、 情 報 の 読 込 ・ 書 き 込 み
を 行 う 。 ま た 、 ホ ロ グ ラ ム 印 刷 層 を 備 え 、 こ の ホ ロ グ ラ ム 印 刷 自 体 が 有 る 程 度 製 造 が 困 難
な も の で あ る た め 、 偽 造 防 止 効 果 を 奏 す る 。 さ ら に 、 単 に 外 観 を 似 せ る 為 に 、 ア ン テ ナ ６
と は 無 関 係 に 別 の ホ ロ グ ラ ム シ ー ル や 印 刷 層 を 設 け た 場 合 に は 、 そ の ホ ロ グ ラ ム 印 刷 層 の
中 の 金 属 箔 が ア ン テ ナ に 干 渉 し て 電 波 を 吸 収 、 反 射 す る の で 非 接 触 Ｉ Ｃ へ の ア ク セ ス が 妨
害 さ れ る 。 即 ち 、 単 に 外 見 を 似 せ よ う と す る と 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド の 偽 造 が 余 計 に 困 難 と
な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ う し て 、 セ キ ュ リ テ ィ が 保 た れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 尚 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 は 、 上 述 の 図 示 例 に の み 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要
旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 内 に お い て 種 々 変 更 を 加 え 得 る こ と は 勿 論 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 は 、 外 観 と 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド の 双 方 か ら 偽 造 を 防 止 す る も の で 、 ク レ ジ ッ ト カ ー
ド や 身 分 証 明 書 な ど の 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 、 非 接 触 Ｉ Ｃ タ グ 、 非 接 触 Ｉ Ｃ ラ ベ ル と し て 利 用
が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 、 図 １ と は 別 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 を 示 す 、 説 明 図 。
【 図 ３ 】 従 来 公 知 の ク レ ジ ッ ト カ ー ド の 説 明 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ４ … 表 面 層 、 ５ … 中 間 層 、 ６ … ア ン テ ナ 、 ７ … Ｉ Ｃ チ ッ プ 、 ８ … ホ ロ グ ラ ム 印 刷 層 、 ９
… 裏 面 層
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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